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平成２７年度 よのなか教室実施計画書 Ｈ２７，６，１６

行事名 進路学習（よのなか教室２） 分類・時数 総合的な学習の時間 １時間

期 日 平成２７年 ６月１６日（火） 場 所 ９年教室・多目的室・被服室
時間帯 ６校時

参加生徒 第９学年 （１０１名） （ １グループ ２０名程度に講話）

目的 日向市の「よのなか教室」の授業に参加することで、生徒たちのキャリア能力を伸ばす。
（１）今中学校で学ぶことの大切さを知り、学習意欲を高め、「学力」を向上させる。
（２）地域の企業の仕事内容を知り、日向の良さや郷土の知識を深める。
（３）望ましい勤労観や社会人として必要な力を学び、将来について考える。

事前 講演者に対しての質問を考えさせておく。

内 容 留 意 事 項

【２回目以降】 ○ ５校時開終了後、各教室に移
１ 分科会（各教室等） 動する。

（１） 講演者は、各教室に移動し講演する。
実 ○ 話を聴く態度を事前に指導し

（２） 生徒は、第１～第５のグループに別れ、 ておく。【学級担任】
講演者の話を聴く。

○ 話の内容を記録させる。
施 （３） 講演時間 １５：１０～１５：５５ ※学習記録（感想）用紙の準備

【岩﨑】
（講演者の話３０分・質疑応答１０分・お礼５分）

内 ※生徒代表お礼のことば（各教室代表）
○ 最後は、教室参加者全員で

お礼を行う。
３ まとめ １５：５５～１６：００

容
○学級で学習記録の作成・まとめ学習

事後 ○ 各講話のまとめをする（発表資料作成）
○ 学級で、資料をもとに、聞いた講話について発表

する。（発表会 ６月２４日）

備 ○ 講演者は５名です。各講演者は、各教室に分かれて、２０名程度の生徒に話をする
ことになります。各教室の準備を担当職員でお願いします。

○当日の準備・指導
考 講師等の接待、案内・・・校長室から各教室へ 【岩﨑・担当職員、生徒】

生徒移動・整列、学習記録成指導 【学級担任】
記録撮影 【岩﨑】

☆ 話の内容について（講話時間 ３０分 ） 資格をもって働いている人（資格の重要性）
① 現在の仕事に就くまでの経験。（中学校から）・・・・人生観
② 仕事の内容や仕事の喜びや苦労。 ・・・・勤労観
③ 仕事に必要な力（身につけておくべき事） ・・・・中学生に望むこと
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第２回「よのなか教室」講師一覧と担当の仕事

１ （有）大興不動産 日向

講師 中村 芳樹 さん

・担当（ 池田 ）
・会場 ９年２組

２ 日向市社会福祉協議会

講師 成合 進也 さん
（地域福祉課長）

・担当（ 吉田 ）
・会場 多目的室

３ （株）岸田電業

講師 岸田 貴子 さん

・担当（ 飯干 ）
・会場 被服室

４ 長江保育園

講師 黒木 ちどり さん
（園長）

・担当（ 春田 ）
・会場 ９年３組

５ （株）旭建設

講師 岡田 久美子 さん
村社 朝美 さん

（むらこそともみ）

・担当（ 椎葉 ）
・会場 ９年１組

【担当先生の仕事】
○ 各教室の「号令」「代表あいさつ」をする生徒を決めて下さい。
○ 講師に事前連絡をお願いします。

① 事前学習の生徒の考えを、講師に伝えて下さい。（イメージと質問事項）
② 当日に準備すべき物の確認して下さい。（プロジェクター等）

○ 講演後に、生徒の感想を確認して、コピーしたものを講演者にお礼状といっしょに渡して
下さい。



- 3 -

Ｈ２７，６，１６

反省用紙（第２回よのなか教室）

１ 当日までの準備について

・ 前日にバタバタなってしまった。
・ 打合せを事前にして良かった。
・ 多くの視点で見たことで準備がより充実した。
・ 講師の決定を早めるためには、早めの計画が必要である。

２ 講演について

➀ 準備等（事前の打ち合わせや機器等）
・ 先に担当者を決めて、担当者が直接打合せすると良かった。（早めの講演者の決定）
・ 事前の質問事項の準備が良かった。
・ 一部の先生に、打合せにいってもらいすみませんでした。
・ 毎回直接打合せに行く必要があるのか。
・ 早めの打合せが大切。
・ 事前に打合せに行ったことが良かった。

② 時間配分
・ 質問は聞けませんでしたが、集中して聞ける時間配分でした。（福祉）
・ 講話時間はちょうど良い時間でした。感想文を書くことを考えると、２時間での計画が良い。
・ ２時間の計画が良い。
・ ５０分２コマで、ゆつくり取り組む活動にすると良い。

③ 内容について
・ 資格ややりがいについて聞けて良かった。
・ 仕事や働くために必要なことなど、信念をもつて話をしていただけるので、心に響き、理解

できることが多かった。
・ 今の中学生の学習とも結びついた話もでて良かった。
・ 資格の重要性、もつことの誇りを感じさせることができた。

３ 事前・事後の活動について

・ 事前、事後の活動を計画的に準備していくことが必要。（時間の配分も考慮すべき）
・ 講話を中心とした活動に、広がりができ良かった。

（質問を考えたり、新聞作成、まとめの発表会）

４ その他

・ 講演者に対する接待（事務室の負担が大きい）他学年の職員の協力が必要ではないか。
・ 生徒が書くワークシートを事前に講師に示して打合せができると、講話の内容に生徒に伝え

たい事や、学んで欲しい内容が、ピンポイントで話していただけるのではないか。
（学校側や教師側の望む内容を充分検討することが大切）

・ 今後もアイデアを広げながら、「子どもたちのために」を合い言葉に、考えや活動内容を
広げていきたい。



㈲大興不動産　日向　講師：中村　芳樹さん

日向市社会福祉協議会　講師：成合　進也さん

㈱岸田電業　講師：岸田　貴子さん



長江保育園　講師：黒木　ちどりさん

㈱旭建設　講師：岡田 久美子・村社 朝実さん












